
三田学園 FAQ  

＜入試について＞ 

Q 試験の際の持ち物について教えてください。 

A 受験票、写真票、筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、消しゴム、直定規）となります。試験中、机の上には上記のもの以外に

時計、ティッシュを置いてもらってもかまいません。時計はアラームなど音がしない設定にしてください。 

中学入試で前期 A 日程の 4 教科受験をする場合は昼食も必要です。 

 

Q 試験会場で忘れ物に気づいたらどうしたらいいですか？ 

A すぐに近くの先生に相談してください。受験生は試験会場からは出られませんが、保護者の方と連絡を行います。また、受

験票は会場でも発行できます。 

 

Q 試験に腕時計は必要ですか？ 

A 試験会場には時計を設置してありますので必要ありませんが、持参して試験中机上に置いても問題ありません（ただし、ア

ラームなどの設定はオフにしてください）。 

 

Q web出願の操作が不安です。家にネット環境・プリンターがありません。 

A 出願期間に本校で出願サポート室を開設します。プリンターのみの利用も可能です。 

  ご利用を希望される場合は、お電話でご連絡ください。 

 

Q 書類での出願はできませんか？ 

A 出願はすべて web 出願となります。 

 

Q 複数の日程への出願を一度にできますか？（中学） 

A 同時出願が可能です。 

 

Q 追加出願はできますか？（中学） 

A 後期日程のみ B 日程当日から後期日程の前日１５時まで追加出願可能です。（なお、一括出願され合格により入学金を振

り込んでいただいた場合、未受験の日程の試験料は返金いたしますが、追加出願は返金対象外となるため、当初から複数日

程を受験予定の方には一括出願をお薦めします）。 

Q 入試当日は、何時から校舎に入れますか？ 

A 各日程集合時間の 40 分前となる、A 日程は 8:00、B 日程は 15:20、後期日程は 8:20 から入室可能です。 

 

Q 入試当日の保護者の控え室はありますか？ 

A 桜陵館をご利用ください。食堂の営業はありませんので、食事をされる場合はご持参ください。 

 

Q ティッシュは机の上においてもいいですか？ 

A 差し支えありません。 

 

Q 机の上に置いてもいいのものは何ですか？ 

A 筆記用具（筆箱､鉛筆､シャープペンシル､消しゴム､直定規）、時計（スマートウォッチは不可）、受験票、ティッシュ 

 

Q 問題、解答用紙の大きさはどれくらいですか？ 

A 中学入試 国語、理科、社会の問題は冊子の形状（A4)で、解答用紙は A3 片面刷り（国語は 2 枚）になります。算数は問

題と解答用紙が同一で、A3 片面刷り 3 枚になります。 

  高校入試 国語、英語の問題は冊子の形状（A4）で、解答用紙は A3 片面刷りになります。数学は問題と解答用紙が同一

で A3 片面刷り 3 枚になります。 

 

Ｑ 計算用紙はありますか？ 

A ありません。 

 

Ｑ かばんの置き場所はありますか？ 

A 机の右横に置きます。 

 

Ｑ 上着を着用してもいいですか？ 

A 差し支えありません。 

 

 

 



＜コース・学校生活について＞ 

Q コース制について、S コースからAコースへの移動はありますか？（中学） 

A 授業の受けやすさを重視し３者面談を経て移動していただくことがあります（本人の意思を重視）。 

 

Q A コースから Sコースへの移動について。A コースの定員に応じてAから Sへ編入となることはありますか。 

A 中学２年生から A クラス１クラスが S コースを１つ増やし、A コース３クラス、S コース３クラスの編成となりますので、原

則はありません。 

 

Q S・A コースで部活動の制限はありますか？（中学） 

A どちらのコースでも部活動の制限はありません。 

 

Q 朝は何時までに登校すればいいですか？ 

A 1 時間目の開始が 8 時 35 分からとなっています。それまでには教室に入っていてください。 

 

Q 携帯電話、スマートフォン等は持っていってもいいのですか？ 

A 携帯電話持ち込み許可願いを提出すれば、校内への持ち込みが許可されます。各自が個人ロッカーで管理する形式です。

校内での使用は禁止、登下校中はマナーを守って使用するなど所持規則を守ることが許可する条件となっています。 

 

Q 女子生徒の割合が少ないのが不安です。 

A 中学入試における男女別定員は廃止されましたが、その後もおおよそ男：女＝６：４となっています。 

  高校入試では、サッカー部・野球部を希望する生徒の入学が多いため、男子生徒の方がかなり多くなっています。 

 

Q 部活動と勉強の両立ができるか不安です。 

A 部活動は週 4 回を活動日とし、勉強時間を確保することで文武両道を実践できるよう指導しています。2025 年度から

週 5→週 4 となりましたが、一日の活動時間は 30 分程度伸びています。 

（指定クラブ：高校野球、高校サッカーは週 6 の活動となります。） 

 

 

 

Q 元々男子校であったのは知っていますが、これからも女子生徒の割合を増やす予定はないのでしょうか？ 

A 2024 年度入試より中学入試における男女枠が撤廃されました。 

 

Q 高校生も制服ですか？ 

A はい、制服です。 

 

Q 高校からの途中入学も受け入れているのでしょうか？   

A 高校から 1 クラスを募集しています。高校での転入学は現在ありません。 

 

Q 高校から他校にいく生徒はいますか？ 

A 数名います。主に長期欠席者が多いのですが、その他の事情で進路変更する生徒がいます。 

 

Q 中学２年生からの奨学金について詳しく教えてください。 

A 各学年の成績優秀者５名に、授業料の 4 割程度の奨学金が支給されます。 

 

Q いじめはありますか？ 

A 中学では思春期の多感な時期を集団で過ごしますので、トラブル等が起こることはあります。道徳等授業の中でもできる

だけトラブルが起こらないように、情操教育を行っています。未然に防げるように意識しており、何か問題が起これば、クラス

担任だけでなく学校全体で対応します。 

毎月、いじめアンケートに関するアンケートを実施して、問題があれば速やかに対応しています。 

 

Q クラスは何人制ですか？ 

A 原則 40 名ですが、前後することがあります。 

 

 

 

 

 

 



＜学習について＞ 

Q S コース・A コースの違いは何ですか？（中学） 

A 授業時間数・授業進度は同じです。授業内容が A コースは基本的な内容を中心に、S コースはより発展的な内容も学習し

ます。 

 

Q 通塾率はどれくらいになるのでしょうか？ 

A 学年により違いもありますが、中学生では２～３割の生徒が塾などを利用しています。高校生になると予備校に通う生徒

が増えてきますが、学校の授業や宿題・小テストの取り組みがおろそかにならないように指導しています。平常の授業、長期

休暇中の講習だけで難関大学合格している生徒も多くいます。試行錯誤しながら自分がよいと思う勉強法を見つけ、前向き

に学習に取り組むことが大切だと考えます。 

 

Q 三田学園に入ったら、塾に通わなくてもついていけますか？ 

A 授業・小テスト・宿題をしっかり取り組めばついていけます。それが難しい場合は担任に相談していただけたらと思います。 

 

Q 勉強についていけなくなりそうな生徒に対する具体的なサポート方法を教えてください。 

A 小テストの結果がよくない生徒に対しては必要に応じて、再テスト・補習を随時実施しています。また、長期（夏・冬・春）休

み前には補習を行います。必要に応じて、面談を実施し、勉強に積極的に取り組めるよう促します。 

 

Q 成績に応じて補習などのサポートはあるのでしょうか？  

A 中学では上記のような補習中心です。中２の夏休みには英語力をつけるための研修プログラムを実施します。高校では夏

期講習（希望制）を行っており、自分で受けたい講座を選び、弱点の克服や得意分野の伸長に活かすことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他＞ 

Q 兄弟で在籍している場合、授業料や施設費など、兄弟割引などはありますか？ 

A ありません。 

 

Q 校舎の耐震対策はどうなっていますか？ 

A  各校舎の耐震状況は下記の通りです。 

■中学本館 

 木造の中学本館は耐震診断の対象とならないが、耐震診断とは別に耐久性検査を東館と合わせて平成 12 年に実施して

いる。その結果、安全性、耐久性維持のために平成 13 年に大規模な改修工事を行った。 

■中学新館 

 平成 19 年に耐震診断を実施。耐震指標値が一部基準値を下回った為、平成 20 年に耐震補強工事を着工、平成 21 年

に完了。 

■高校本館 

 平成 24 年に耐震診断を実施。耐震指標値が一部基準値を下回った為、平成 27 年に耐震補強工事を着工、平成 28 年

に完了。 

■高校新館 

 平成 23 年に西増築棟の耐震診断を実施。耐震指標値が全て基準値を満たしている為、補強の必要はないと判断されて

います。尚、東側部分は 1,000 ㎡未満の為、診断の対象外となっています。 

※耐震診断の対象は、鉄筋コンクリート造 3 階建てかつ 1,000 ㎡以上の校舎であり、耐震改修促進法の改正により診断

が義務付けられたのは、原則として昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工した建築物が対象となります。 

 

Q 最近大きな地震があったので、耐震の事や地震の際電車が止まってしまった時の対応など聞きたかったです。 

A 耐震に関しては上記の通りです。地震等の自然災害で電車が止まり登校できないことになった場合は無理に登校す

る必要はありません。欠席・遅刻にもなりませんので、安全を第一に行動してください。その際は学校に連絡いただけれ

ば幸いです。 

 

Q 大規模災害発生時の対応はどうなりますか 

A 在校中に災害が発生して帰宅困難になった場合に備え、長期保存の飲料水や食品等を備蓄しています。 


